
緒
方
富
雄
氏
に
『
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
美
Ｉ
日

本
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と
賛
の
研
究
序
説
』
日
本
医
事
新
報
社

刊
（
昭
和
四
六
年
）
が
あ
る
。

原
資
料
の
八
○
点
が
同
年
三
月
二
○
日
’
四
月
二
日
ま
で
梅

沢
記
念
館
で
展
示
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
調
査
で
、

佐
藤
正
持
（
一
八
○
九
’
五
七
）
の
作
品
（
守
屋
正
蔵
）
月
舟
画
（
杉

立
義
一
蔵
）
川
原
慶
賀
画
、
坪
井
信
道
賛
（
和
田
和
代
史
蔵
）
が
発

見
、
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
近
新
に
五
点
を
発
見
し
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
そ
の

結
果
を
報
告
し
、
今
後
の
発
見
に
よ
り
、
西
洋
医
学
と
そ
の
思
想

の
日
本
各
地
へ
の
彦
透
の
指
標
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及

し
た
い
。

５
最
近
発
見
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と

賛
文
に
つ
い
て

咋
甫

下
ｗ
ｌ

原

宏

日
石
川
孟
高
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
墨
彩
絹
本
今
井
元
彦
氏

（
長
岡
市
）
旧
蔵
、
門
国
両
ご
弓
、
国
罰
の
の
署
名
が
あ
る
。
賛
文
は

四
台
で
○
○
詞
シ
弓
閃
ｍ
○
○
国
、
言
四
房
①
冒
皀
胄
己
》
。
○
日
間
①
里
一
言

、
①
侭
と
あ
る
・
神
戸
市
南
蛮
美
術
館
蔵
の
シ
ィ
ー
ボ
ル
ト
賛
文
の

あ
る
、
兄
石
川
大
浪
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
と
全
く
同
じ
図
柄
で
あ

る
。
製
作
年
代
不
詳
。

の
り
ま
さ

ロ
石
川
孟
高
（
乗
備
・
甲
三
郎
）
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
彩
色

絹
本
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
美
術
館
（
新
潟
市
）
旧
展
示
、
賛
文
は
国
酪
も

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

○
○
詞
シ
弓
の
○
○
口
い
冒
胸
月
一
席
ロ
缶
四
ご
Ｑ
ｑ
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｆ
①
①
目
ご
画
①
侭
と

あ
る
。源

秀
飛
の
画
像
に
文
政
六
年
二
八
二
三
）
冬
小
森
桃
場
が
賛
を

し
た
一
軸
（
旧
富
士
川
瀞
蔵
・
現
在
所
在
不
明
）
と
構
図
が
同
じ
で
、

天
使
像
を
伴
う
。

日
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
（
筆
者
不
詳
）
墨
彩
絹
本
、
右
下
に
号

（
マ
マ
）

ぐ
呈
ｇ
２
ｑ
と
署
名
が
あ
る
一
幅
。
Ｂ
Ｓ
Ｎ
美
術
館
旧
展
示
。
雷

（
マ
マ
）

弔
○
尉
罰
シ
固
い
の
誤
字
の
賛
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
○
九
年
蜀

弓
三
＄
が
発
行
し
た
］
．
Ｑ
〕
眉
目
四
国
の
銅
版
画
を
模
写
し
た
宇
田

川
椿
庵
筆
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
阜
稲
田
大
学
蔵
）
の
裏
返
し
の
構

図
で
あ
る
。
号
く
畠
ｇ
ｇ
Ｑ
は
、
作
者
名
と
思
わ
れ
る
。
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四
石
日
向
雲
山
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
大
久
保
黄
斎
（
通
理
．

藺
香
堂
一
八
二
’
九
五
）
賛
、
彩
色
紙
本
一
幅
。
昭
和
五
○
年
木

内
書
店
よ
り
購
入
家
蔵
。
画
家
の
署
名
に
は
「
於
長
崎
嘉
慶
利
先

生
爲
求
図
書
写
之
長
萩
住
石
日
向
雲
山
交
連
入
道
隠
士
筆
」
と

「
雲
山
」
の
雅
印
。
漢
人
の
服
装
で
机
の
前
に
椅
座
し
て
い
る
奇

怪
な
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
で
、
年
代
不
詳
。

軸
に
「
書
祖
ヒ
ッ
ポ
カ
ラ
テ
ス
」
と
あ
り
、
賛
文
に
は

西
方
有
美
人
（
西
方
美
人
有
り
）

鵺
髪
晧
如
銀
（
鵺
髪
晧
と
し
て
銀
の
如
し
）

隻
眼
睨
壹
宇
（
隻
眼
壹
宇
を
睨
む
）

片
言
驚
鬼
神
（
片
言
鬼
神
を
驚
か
す
）

高
天
仁
不
極
（
高
天
の
仁
極
ま
ら
ず
）

か
ぎ

大
海
智
無
限
（
大
海
の
智
恨
り
無
し
）

Ｏ

赫
々
吾
書
祖
（
赫
々
た
り
吾
書
祖
）

光
輝
照
萬
春
（
光
輝
は
萬
春
を
照
す
）

依
朴
加
勅
徳
私
之
讃
通
理
「
蘭
香
堂
」
「
通
理
字
中
泉
」
印
あ

り
。
黄
斎
の
師
坪
井
信
道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
文
と
「
吾
」
「
我
」

の
違
い
だ
け
で
師
の
賛
文
の
剰
窃
で
あ
る
。
黄
斎
は
甲
斐
国
中
巨

摩
郡
大
井
村
古
市
場
出
身
、
天
保
七
年
日
習
堂
入
門
、
埼
玉
医
学

校
長
。
兄
章
信
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
と
伝
え
ら
れ
る
。

㈲
山
田
成
章
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
大
版
彩
色
額
山
形
市

済
生
館
博
物
館
蔵
、
明
治
十
二
年
一
月
に
済
生
館
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
サ
ー
ル
Ｐ
巨
四
の
の
胃
ｅ
原
画
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
系
の
画
像

を
参
考
に
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
日
本
脳
神
経

外
科
学
の
父
中
田
瑞
穂
博
士
（
一
八
九
三
’
一
九
七
五
）
が
昭
和
四

六
’
七
年
に
描
い
た
四
点
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
紹
介
す
る
。

賛
文
と
し
て
は
長
岡
藩
洋
学
者
小
林
虎
三
郎
（
病
翁
一
八
二
七
’

七
七
）
の
『
求
志
洞
遺
稿
」
（
明
治
二
七
年
）
所
収
の
「
依
卜
加
刺
得

斯
画
像
賛
」
の
原
文
と
読
下
し
文
を
紹
介
す
る
。
こ
の
画
像
は
未

発
見
。天

降
哲
人
西
海
之
頭
方
術
聿
脩
黎
庶
以
休

來
學
有
師
斯
道
日
優
執
謂
筈
小
澤
被
五
洲

ほ
と
り

い
つ
し
ゆ
う

「
天
哲
人
を
降
す
、
西
海
の
頭
、
方
術
を
聿
脩
し
て
黎
庶
以
て
体

す
。
來
り
學
ぶ
に
師
あ
り
、
斯
道
日
に
優
な
り
。
執
れ
か
医
を
小

な
り
と
謂
ふ
。
沢
五
洲
に
被
る
。
」
今
後
全
国
各
地
に
埋
れ
て
い
る

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
資
料
の
発
掘
が
望
ま
れ
る
。

（
日
本
歯
科
大
医
の
博
物
館
）
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